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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第29期
第１四半期
連結累計期間

第30期
第１四半期
連結累計期間

第29期

会計期間
自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日

自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日

自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日

売上高 (千円) 1,857,892 1,646,950 7,539,416

経常損失(△) (千円) △141,585 △116,469 △179,062

親会社株主に帰属する四半期(当
期)純利益又は親会社株主に帰属
する四半期純損失(△)

(千円) 88,932 △122,349 45,765

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 89,993 △121,447 45,293

純資産額 (千円) 669,226 502,787 624,526

総資産額 (千円) 3,378,491 2,994,853 3,273,001

１株当たり四半期(当期)純利益金
額又は四半期純損失金額(△)

(円) 16.20 △22.29 8.34

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 18.4 15.1 17.6
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第29期第１四半期連結累計期間及び第29期の潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額について

は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４．第30期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半

期純損失であり、また潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業の内容に

ついて、重要な変更はありません。

　なお、平成28年６月30日に、子会社である株式会社ぱどポイントを清算結了いたしました。これにより、同社は当

第１四半期連結会計期間より連結の範囲から除いております。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 
（継続企業の前提に関する重要事象等）　

当社グループは、前連結会計年度まで２期連続して営業損失を計上し、当第１四半期連結累計期間においても営業

損失を計上しているため、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況が存在しております。しかしなが

ら、当第１四半期連結累計期間末において現金及び預金残高は1,373,165千円であり、必要な運転資金を確保してお

ります。また、有利子負債947,128千円（総資産の31.6％）を有しておりますが、遅滞なく返済されており、財務面

に支障はないものと考えております。

さらに、かかる状況を早期に解消又は改善するため、「第２ 事業の状況 ３ 財政状態、経営成績及びキャッ

シュ・フローの状況の分析　(3) 継続企業の前提に関する重要事象等を改善するための対応策等」に記載した各施策

を推進することにより、継続企業の前提に関する重要な不確実性は認められないと判断し、「継続企業の前提に関す

る事項」の記載はしておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結はありません。
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３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(１)経営成績の分析　

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府及び日本銀行による各種政策を背景に、企業収益や雇用環

境が改善するなど緩やかな改善の傾向がみられました。一方、為替や株価の不安定な動きにより、企業の景況感や個

人消費の停滞感は続いており、先行きの不透明感は払拭できない状況にあります。

当社が属するフリーペーパー市場は、媒体およびターゲットの多様化が一層進み、インターネット広告との価格競

争が恒常化しており、依然として厳しい経営環境が続いております。

当社は2016年６月より、新たな読者層開拓のため当社独自の配布網を駆使し、東京23区在住の経済的にゆとりある

世帯を対象にした季刊情報誌「AFFLUENT」を発展的継承し、「AFFLUENT for Executive」として月刊で創刊いたしま

した。東京23区内高額不動産(ポスティング不可の高級マンション、タワーマンションなど)所有者への宛名付きDM配

布、および城南五山など高級住宅地へのポスティング配布などを行っております。

また埼玉では、大宮で働く20代後半～40代の女性をターゲットにした季刊情報誌「大宮BUZZ CLIP」を創刊いたし

ました。

その結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は1,646,950千円(前年同期比11.4％減)となりました。利益

面につきましては、営業損失133,024千円(前年同期は140,853千円の損失)、経常損失116,469千円(前年同期は

141,585千円の損失)、親会社株主に帰属する四半期純損失122,349千円(前年同期は88,932千円の利益)となりまし

た。

 
(２)財政状態の分析　

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ278,148千円減少し、2,994,853千円となりまし

た。これは主に受取手形及び売掛金の減少230,064千円などによるものであります。

当第１四半期連結会計期間末の総負債は、前連結会計年度末に比べ156,409千円減少し、2,492,065千円となりまし

た。これは主に支払手形及び買掛金の減少197,884千円などによるものであります。

当第１四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末に比べ121,738千円減少し、502,787千円となりまし

た。これは主に利益剰余金が122,640千円減少したものであります。

 
(３)継続企業の前提に関する重要事象等を改善するための対応策等

当社グループには、「第２ 事業の状況 １ 事業等のリスク」に記載のとおり、継続企業の前提に重要な疑義を生

じさせるような状況が存在しております。しかしながら、当第１四半期連結累計期間末において現金及び預金残高は

1,373,165千円であり、必要な運転資金を確保しております。また、有利子負債947,128千円（総資産の31.6％）を有

しておりますが、遅滞なく返済されており、財務面に支障はないものと考えております。

さらに、かかる状況を早期に解消又は改善するため、以下の施策を推進することにより、継続企業の前提に関する

重要な不確実性は認められないと判断しております。

 
①基幹事業の原価改善

前連結会計年度におきまして、基幹事業である家庭ポスティング型フリーペーパーの判型を首都圏全域でタブロイ

ド判に統一し、印刷費・流通費用などの制作原価の圧縮を図りました。その結果、前連結会計年度の下半期以降には

一定の収益改善が確認できており、当連結会計年度より通期ベースで収益改善に寄与することを見込んでおります。

 
②折込チラシ事業の拡大

近年の新聞購読率の逓減により新聞折込チラシに対する需要が低下する中、当社の強みである個宅配布可能な独自

配布インフラ（ぱどんな）を活用し、折込チラシ市場のシェア拡大を図ってまいります。そのために、当連結会計年

度より折込チラシ営業の専門組織を設置し、大手クライアントからの受注を積極的に推進するなどの施策を実行して

まいります。

 
③求人広告事業の拡大

前連結会計年度におきまして「地域求人開発部」を発足し、求人市場の求人倍率の高位安定とパートアルバイト領

域の恒常的な人手不足に対応するため、地元の主婦求人、シニア求人に対応する求人商品企画の刷新およびその販売

促進を実施しました。その結果、求人広告事業の売上は堅調に推移しており、当連結会計年度も、引き続き販売促進

に注力してまいります。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 14,400,000

計 14,400,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成28年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成28年８月５日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 5,489,600 5,489,600
東京証券取引所
J A S D A Q
(グロース)

単元株式数は100株であ
ります。

計 5,489,600 5,489,600 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成28年６月30日 ― 5,489,600 ― 526,535 ― 311,033
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成28年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式　 　5,489,200 54,892 ―

単元未満株式 400 ― ―

発行済株式総数 5,489,600 ― ―

総株主の議決権 ― 54,892 ―
 

(注)１ 「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が2,300株(議決権23個)が含

まれております。

　　２ 当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日(平成28年３月31日)に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

 

② 【自己株式等】

該当事項はありません。

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成28年４月１日から平成

28年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成28年４月１日から平成28年６月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、三優監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,461,897 1,373,165

  受取手形及び売掛金 926,230 696,165

  電子記録債権 ― 215

  有価証券 318,980 332,221

  仕掛品 13,063 12,689

  原材料及び貯蔵品 1,303 905

  その他 97,974 118,226

  貸倒引当金 △8,816 △6,377

  流動資産合計 2,810,634 2,527,211

 固定資産   

  有形固定資産 91,314 87,208

  無形固定資産 133,469 138,322

  投資その他の資産   

   敷金及び保証金 166,763 166,759

   その他 ※1  124,720 ※1  130,761

   貸倒引当金 △53,900 △55,411

   投資その他の資産合計 237,583 242,110

  固定資産合計 462,367 467,641

 資産合計 3,273,001 2,994,853

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 716,079 518,195

  電子記録債務 530,534 597,138

  短期借入金 48,000 104,000

  1年内返済予定の長期借入金 291,960 279,387

  未払法人税等 21,918 6,987

  賞与引当金 ― 56,980

  その他 336,050 291,702

  流動負債合計 1,944,542 1,854,389

 固定負債   

  長期借入金 607,224 537,332

  資産除去債務 45,421 45,590

  その他 51,286 54,753

  固定負債合計 703,932 637,676

 負債合計 2,648,475 2,492,065

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 526,535 526,535

  資本剰余金 311,033 311,033

  利益剰余金 △265,288 △387,928

  株主資本合計 572,280 449,640

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 4,263 3,723

  その他の包括利益累計額合計 4,263 3,723

 非支配株主持分 47,981 49,424

 純資産合計 624,526 502,787

負債純資産合計 3,273,001 2,994,853
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

売上高 1,857,892 1,646,950

売上原価 1,186,420 1,020,018

売上総利益 671,472 626,932

販売費及び一般管理費 812,326 759,956

営業損失（△） △140,853 △133,024

営業外収益   

 受取利息 52 12

 受取配当金 112 132

 受取手数料 158 135

 違約金収入 2,027 1,211

 助成金収入 ― 17,457

 その他 699 775

 営業外収益合計 3,049 19,724

営業外費用   

 支払利息 3,314 3,012

 解約手数料 100 ―

 その他 366 156

 営業外費用合計 3,780 3,169

経常損失（△） △141,585 △116,469

特別利益   

 関係会社株式売却益 249,372 ―

 特別利益合計 249,372 ―

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

107,787 △116,469

法人税、住民税及び事業税 18,563 4,437

法人税等合計 18,563 4,437

四半期純利益又は四半期純損失（△） 89,223 △120,906

非支配株主に帰属する四半期純利益 291 1,442

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

88,932 △122,349
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 89,223 △120,906

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 770 △540

 その他の包括利益合計 770 △540

 四半期包括利益 89,993 △121,447

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 89,702 △122,889

 非支配株主に係る四半期包括利益 291 1,442
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

 

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

連結の範囲の重要な変更

連結子会社であった株式会社ぱどポイントは清算結了したため、当第１四半期連結会計期間より連結の範囲

から除いております。　

　

(会計方針の変更)

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対

応報告第32号 平成28年６月17日）を当第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建

物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

 この変更による当第１四半期連結累計期間の連結財務諸表に与える影響はありません。

 
(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

該当事項はありません。

 

(追加情報)

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を当第

１四半期連結会計期間から適用しております。

 

（賞与引当金）

従来、流動負債の未払費用に含めて計上していた従業員賞与について、財務諸表作成時に支給額が確定しない

こととなったため、当第１四半期連結累計期間より「賞与引当金」として計上しております。なお、前連結会計

年度においては、支給確定額の98,972千円を流動負債の「未払費用」に含めて計上しております。

 

(四半期連結貸借対照表関係)

※１　非連結子会社及び関連会社に対するものは、次のとおりであります。

  
前連結会計年度

(平成28年３月31日)

当第１四半期連結会計期間

(平成28年６月30日)

 投資有価証券(株式) 10,000千円 14,500千円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりでありま

す。

  
前第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
至　平成28年６月30日)

 減価償却費 19,264千円 19,980千円
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(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

 

当第１四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

 

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当社グループは単一のセグメントであるため、記載を省略しています。

 

当第１四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当社グループは単一のセグメントであるため、記載を省略しています。
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(金融商品関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

 

(有価証券関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日)

(1)１株当たり四半期純利益金額
又は四半期純損失金額(△)

16円20銭 △22円29銭

    (算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益
金額又は親会社株主に帰属する
四半期純損失金額(△)(千円)

88,932 △122,349

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に
帰属する四半期純利益金額
又は親会社株主に帰属する
四半期純損失金額(△)(千円)

88,932 △122,349

    普通株式の期中平均株式数(株) 5,489,600 5,489,600
 

(注) 前第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しない

ため記載しておりません。なお、当第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に

ついては、１株当たり四半期純損失であり、また潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成28年８月５日

株式会社ぱど

取締役会  御中

 

三優監査法人
 

 

代表社員

業務執行社員
 公認会計士   野　村　　聡 　 印

 

 

代表社員

業務執行社員
 公認会計士   増　田　涼　恵   印

 

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ぱどの

平成28年４月１日から平成29年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成28年４月１日から平成28年

６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成28年４月１日から平成28年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、

すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ぱど及び連結子会社の平成28年６月30日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重

要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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